
原
始
偽
敢
に
於
け
る
三
歳
の
成
立
に
就
て

一六
O

て
は
三
秘
の
法
門
と
し
て
踊
れ
、
究
い
で
の
如
く
本
章
・
題
目
・
戒
棺
と
な
る
な
b
o
そ
の
関
係
は
南
無
妙
法
畏
華
経

は
本
備
の
賓
披
な
り
。
二
一
秘
は
此
の
題
目
よ
b
聞
出
し
た
る
も
の
故
惣
別
の
閥
係
十
成
立
す
る
な
b
o
故
に
本
偽
よ
b
出

で
た
る
三
秘
は
、
三
私
共
足
の
唱
題
の
妙
行
に
依
・
0
て
再
び
本
法
に
還
b
て
本
備
と
成
る
な
b
。
惣
よ
h
別
を
開
し
別

は
再
び
惣
に
蹄
す
、
必
れ
一
体
三
賀
の
原
聞
に
基
く
我
山
氷
の
成
備
な
b
。
（
未
完
）

原
始
悌
教
に
於
げ
る
三
裁
の
成
立
に
就
て

谷

田

亨

存

第
一
、
現
行
備
殺
と
原
始
悌
敬

今
川
現
行
の
仰
教
は
所
謂
礎
展
仰
敢
に
し
て
倒
陀
所
説
其
佳
の
併
殺
に
非
ぎ
る
事
言
を
侯
た
ず
。
如
何
に
吾
が
宗
徒

が
此
れ
稼
骨
骨
川
世
の
本
懐
の
敢
な
b
と
叫
ぶ
と
も
、
程
骨
寸
が
題
目
を
唱
へ
た
る
な
b
と
は
信
ず
ろ
能
は
ず
。
叉
如
何
に

海
士
宗
の
人
々
が
仰
教
の
本
立
誌
に
蹄
着
す
る
な

b
ご
主
張
す
る
と
雌
も
、
理
隼
が
常
に
念
偽
を
口
に
せ
る
も
の
な

b

と
は
考
へ
ら
れ
．
5
る
な

b
。

凡
そ
現
行
悌
致
各
仮
は
偲
令
大
乗
数
（
冨
釦

zagm
仰
果
を
求
む
る
敬
）

に
し
て
ち
或
は
小



乗
数
（
出
E
m
M
S
E
阿
羅
漢
呆
を
求
む
る
歎
）

に
し
て
も
、
決
し
て
原
始
悌
敬
其
憧
の
も
の
に
非
子
、
多
少
麓
化
し
来
れ
る

事
は
疑
は

5
る
事
貨
な
り
、
（
大
乗
非
仰
設
な
る
論
争
の
起
る
も
斯
る
所
仁
由
る
）
‘
特
に
困
層
前
三
世
紀
頃
阿
育
王
の

停
事
刷
版
遣
に
次
い
で
副
暦
后
一
世
紀
の
迦
風
色
辺
王
朝
時
代
じ
於
い
℃
北
万
y
y
d
p
ン
よ
b
中
央
亜
細
亜
じ
出
で
一
見

に
西
識
支
那
朝
鮮
に
入
b
絡
に
日
本
に
渡
り
旗
本
b
し
怖
敬
に
至
つ
て
は
唯
器
械
的
に
印
度
備
敬
特
に
原
始
偶
数
を
継
承

し
来
れ
・
る
も
の
に
非
や
し
て
各
そ
の
地
方
の
宗
教
、
哲
皐
及
び
文
皐
等
と
融
合
或
は
取
拾
し
つ
、
、
越
化
経
連
せ
し
も
の

な
b
。
斯
の
如
く
麓
化
を
受
け
費
遣
し
来
れ
る
悌
敬
を
費
展
偶
数
と
稽
し
、
之
に
封
し
て
最
も
古

3
形
に
於
け
る
悌
敬

を
根
本
怖
敬
：
：
：
悌
陀
の
成
道
以
来
直
弟
子
の
時
代
約
八
十
年
間
：
：
：
と
云
ひ
、
其
の
后
約
八
十
年
聞
を
原
始
備
敬
の
年
代
と
す
る
、

或
は
雨
年
代
を
合
し
て
原
始
悌
数
時
代
と
も
な
す
を
得
。
而
し
て
原
始
悌
教
の
敬
義
は
果
し
て
如
何
な
る
内
容
を
存
す

る
や
の
組
織
的
研
究
を
な
す
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
る
事
業
な
b
。
余
今
原
始
悌
数
の
資
料
論
に
就
て
研
究
せ
ん
と
す

る
に
は
非
ず
、
僅
か
二
三
の
資
料
に
よ
b
て
原
始
偶
数
に
於
け
る
三
臓
の
如
何
に
取
扱
は
れ
し
ゃ
と
云
ム
三
蔵
成
立
の

経
過
に
就

3
て
管
見
を
述
ぺ
ん
と
す
る
も
の
な
b
o

第
二
、
原
始
仰
教
に
於
り
る
三
蔵

三
識
と
は
経
（
ωロ
昨
日
）
律
（
〈
－

Z
3）
論
（
〉
r
z
ι
F
R
B
？

rzm）
の
三
減
（
J
D
笠
宮
F
）
の
乙
と
な
。
。
蔵
（
勺
広
島
知
）

と
は
暗
記
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
い
ふ
意
味
よ
b
せ
ば
古
来
日
よ
り
耳
に
入
る
て
ふ
記
憶
の
意
味
な
b
し
な
る
ぺ
し
、
然

原
始
悌
殺
に
於
げ
る
三
歳
の
成
立
に
就
て

一
六



原
知
品
開
政
に
於
け
る
三
磁
の
成
立
に
就
て

一占ハ

し
て
三
臓
の
成
立
ぞ
見
る
に
艇
律
慨
に
必
中
し
も
備
設
の
み
に
限
ら
ま
る
如
〈
論
識
仁
至
b
て
は
其
の
諦
出
者
は
迦
葉

叉
は
阿
難
等
ご
躍
も
論
臓
の
現
存
す
る
も
の
は
備
滅
後
二
百
年
頃
の
も
の
を
最
も
早
B
も
の
芭
し
遅
主
は
同
四
五
百
年

よ
h
y

一
千
年
頃
迄
の
成
立
な
b
、
此
の
成
立
内
容
よ
b
せ
ば
悌
世
に
於
て
三
蔵
併
存
せ
b
と
は
断
言
し
得
子
、
き
れ
ど

小
乗
の
根
本
設
一
切
有
部
の
如
3
は
礎
智
論
を
悌
裁
と
す
る
あ
b
、
余
は
乙
れ
を
認
め
今
、
猶
解
深
密
経
、
阿
耽
建
摩

艇
を
論
識
と
な
す
あ
b
o
思
ふ
仁
三
臓
の
完
成
せ
る
は
早
〈
も
第
一
一
結
集
の
頃
な
る
べ
〈
従
て
其
の
成
立
岩
は
働
以
外

の
諸
弟
子
な
る
を
知
る
。
次
に
三
臓
の
各
別
仁
於
て
意
義
と
内
容
に
就
主
て
越
ぺ
ん
。

一、
笹．

臓

艇
と
は
修
多
羅
即
芯
線
の
義
に
し
て
僻
滅
後
の
謀
者
等
が
悌
陀
の
衆
生
数
化
の
錦
の
詑
法
を
豪
録
せ
る
恰
も
糸
を
以

て
花
童
を
結
ょ
が
如
く
、
事
言
の
久
住
を
意
味
す
る
も
の
な
b
。
然
し
て
法
と
し
て
最
初
存
在
せ
し
も
の
は
九
部
敢
に
し

て
税
軽
と
し
て
型
の
定
b
た
る
は
四
阿
含
経
な
b
。
但
し
四
阿
含
の
中
の
新
古
に
就
き
て
殿
密
な
る
直
別
は
甚
だ
困
難

な
b
o
叉
四
阿
含
と
云
ふ
撒
も
確
定
的
な
ら
十
、
善
見
律
に
は
五
部
を
敷
へ
叉
南
方
所
俸
の
（
〈
E
a
m
w
n
E
m世話
m
m
p

m
m
E
B
E
剛

u
g
m
a
F
m）
其
他
に
も
五
尼
柄
耶
を
載
ふ
る
な
b
o
ハ
阿
合
の
名
目
栴
よ
り
尼
－
何
耶
の
語
の
方
古
し
v

今
雨
停
の
比
較
を

論
ぜ
今
、
唯
大
体
に
於
て
四
阿
含
を
皐
げ
れ
ば



長
阿
含
経
（
盟
関

E
Z
E
3）

：：：

P
三
回
線

漠
三

O
純

法

Dharma 

中
阿
合
経
（
冨
釦
己
主
自
釦

Z
）

P
一
五
二
終

漢
ニ
ニ
ニ
絞

増
一
阿
含
・
経
（
〉
ロ
m
E
E
E
Z）

P
二
三
六
三
料

柑
間
四
五
二
総
1
1
1
四
七
二
経

雑

阿

合

経

（

ω
S一吉伸
E

Z
）

：
P
二
八
八
九
総

漢
五
前
五
日
間
？
門
小
総
合
多
）

（
別
に
雑
戒
を
加
ふ
る
あ
り
五
分
律
四
A
W
律
巴
利
に
は
四
阿
合
の
外
十
五
種
の
小
部
ゐ
り
）

之
等
四
分
成
立
の
順
は
雑
、
中
、
長
、
増
一
、
な
る
べ
し
、
其
の
内
容
に
至
て
は
先
づ
雑
部
の
内
容
金
見
る
に
単
に

内
容
の
雑
然
せ
る
を
云
ふ
に
非
や
教
義
の
相
閥
聯
せ
し
る
の
を
集
め
し
も
の
、
叉
中
部
は
四
一
諦
入
正
道
等
の
教
義
を
解

理
せ
る
も
の
、
次
の
長
阿
含
は
働
陀
及
び
弟
子
其
の
教
義
の
超
出
せ
る
を
示
し
て
悌
救
々
理
の
深
底
仁
遼
せ
し
む
る
経
、

最
後
の
増
一
は
各
純
に
於
け
る
徳
目
を
増
上
的
に
分
類
編
集
せ
る
も
の
な
り
。

漢
・
巴
阿
含
の
経
数
を
見
る
に
漢
誇
よ
り
巴
利
文
の
経
典
の
方
が
経
教
も
多
い
が
整
束
さ
れ
て
ゐ
る
、
此
点
は
研
究
に

便
で
あ
る
、
少
く
も
原
始
悌
敬
乞
研
究
せ
ん
ご
す
れ
ば
巴
利
語
解
請
の
力
を
必
要
と
す
る
事
今
夏
乍
ら
確
知
さ
れ
た
り
。

衣
の
律
論
亦
然
り
。一一、

戒
律
の
起
源
と
其
の
性
質

止
悪
行
善
の
勤
誠
は
悌
在
世
中
戒
律
と
し
て
蓮
昌
れ
た
b
。
殊
に
怖
減
后
は
長
老
側
即
ち
保
守
的
思
想
家
に
よ
b
て

原
始
偽
殺
に
於
け
る
三
歳
の
成
立
に
就
て

一
六



原
知
仰
紋
K
於
げ
る
三
成
山
成
主
に
就
て

一
六
回

一
層
厳
重
に
保
持
主
れ
た
b
E
而
し
て
持
戒
品
刊
に
七
衆
あ
b
、
即
ち
、
比
正
、
比
正
厄
、
式
叉
摩
耶
．
抄
捕
、
抄
捕
尼
、

円
以
上
出
家
U

優
婆
塞
、
使
婆
夷
ハ
以
上
芸
術
）
な
b

3

れ
ど
珂
想
的
修
行
者
は
比
丘
‘
比
丘
尼
な
b
、
従
て
比
正
、
比
丘
尼

仁
奥
へ
ら
れ
た
る
制
戒
は
最
重
な
り

3
。
戎
に
何
故
に
戒
律
は
成
立
せ
し
や
ご
云
ふ
に
、
仰
陀
成
道
後
鹿
野
苑
に
於
け
る

初
轄
法
輸
に
際
し
、
五
比
丘
に
説
示
せ
し
四
一
諦
の
妙
聞
は
唯
究
寛
解
脱
に
導
く
べ
き
八
正
道
の
修
習
に
あ
b
と
せ
し
に

起
因
す
る
な
り
、
故
に
八
正
道
は
戒
律
一
般
の
淵
源
な
b
。

八
正
道
と
は
、
正
見
、
正
思
惟
、
正
語
、
正
業
、
正
命
、
正
精
進
、
正
念
、
正
定
、
の
八
訟
に
し
て
蹄
す
る
所
身
口

意
三
業
の
制
戒
に
外
な
ら
子
。
而
し
て
其
の
戒
行
過
程
が
身
口
よ
b
意
を
重
ず
る
に
在
る
は
唯
心
所
遣
な
れ
ば
な
り
口

而
し
て
八
正
道
は
備
の
濁
創
の
も
の
に
は
非
子
、
過
去
七
仰
も
等
し
く
斯
道
を
数
示
せ

b
t謹
言
さ
れ
た

b
。
然
る
に

此
の
入
正
道
は
大
な
る
背
景
さ
権
威
を
有
せ
し
に
も
拘
ら
ず
、
余
b
に
哀
象
的
理
論
的
に
し
て
原
始
借
闘
の
貨
際
的

u

常
生
活
を
律
す
る
に
高
尚
過
ぎ
し
戚
ゐ
b
．
き
れ
ば
後
年
悌
弟
子
の
漸
次
増
加
す
る
に
随
ひ
、
貸
践
的
規
範
戒
律
と
し

て
そ
の
必
要
に
曾
す
る
毎
に
漸
次
重
大
な
る
戒
律
箇
俸
の
訂
正
と
な
争
、
増
補
と
な
h
た
b
o
斯
〈
て
成
立
せ
し
を
嘗

時
の
偽
徒
は
之
を
一
今
時
爾
記
憶
し
て
三
業
の
整
束
仁
力
め
た
b
。
働
陀
入
滅
に
際
し
小
戒
は
時
に
拾
っ
る
も
可
な
b

と
云
ふ
と
離
も
滅
後
昔
年
の
長
老
優
婆
陣
を
諦
出
者
と
し
て
漏
る
、
と
と
ゐ
な
〈
一
一
切
の
戒
律
に
闘
す
る
結
集
を
完
行

し
た
・
9
0
今
に
遺
る
小
乗
の
戒
律
は
一
貫
に
此
の
結
集
に
擦
る
。



・
次
仁
戒
律
の
意
義
を
見
る
に
初
は
解
脱
に
至
る
道
耗
た
り
し
が
次
第
に
放
逸
郎
生
死
轄
廻
そ
離
る
、
意
味
よ
ι
’
持
戒

即
解
脱
ご
な
す
に
至
れ
b
。

悌
陀
且
っ
て
紙
同
仁
在
り
し
時
一
備
を
説
て
日
〈

d

Z

〉同

u
B
B
E
o
m
B釦
E
Z
E
B
U
S
M包
O
B
R
2ロ
O
宮
内
回
釦
自
釦
若
釦
B
E
E
ロ釦

B
q
mロ
広
三
百

B
E
5
3
3釦
自
主
釦
＝

（
不
放
逸
は
渥
般
市
の
道
、
放
逸
は
死
の
道
、
精
進
な
る
者
は
死
せ
子
、
放
逸
な
る
も
の
は

（
生
〈
る
も
〉

猶
死
せ
る

が
如
し
）

t
不
放
逸
を
以
て
直
ち
に
浬
繋
を
資
現
な
す
と
い
ふ
。
而
し
て
持
戒
は
到
論
よ
b
賃
践
を
重
子
れ
ば
八
正
道
の
原
間
的

説
明
よ
b
倶
体
的
の
箇
’
q

の
戒
相
を
重
樹
せ
り
。
然
ら
ば
乙
の
戒
相
の
性
質
如
何
と
な
れ
ば
先
づ
傭
在
世
時
代
の
戒
の

任
質
は
消
極
的
の
防
悪
耗
度
の
も
の
に
し
て
決
し
て
積
極
的
懲
罰
の
意
味
に
は
あ
ら
ま
b
き、

3
れ
ば
后
世
の
作
善
を

境
附
す
る
立
昧
の
戒
律
よ
り
せ
ば
頗
る
退
嬰
的
と
云
は
る
、
、
私
嘗
然
な
b
o
現
存
の
借
尼
具
足
戒
の
如

3
は
臆
作
の
尤

も
代
表
的
の
も
の
な
b
。
猶
戒
律
と
て
一
一
一
口
に
い
ふ
も
戒
は
怖
の
立
場
よ
b
の
語
仁
し
て
弟
子
よ
b
せ
ば
律
と
一
五
ふ
を
可

と
す
、
之
等
の
戒
律
を
集
録
せ
る
も
の
が
作
戒
ハ
ヨ
E
3
1
E
E）
と
一
五
ム
、
作
臓
の
原
始
の
も
の
と
し
て
は
巴
利
の
経

品
川
別
部
、
葉
通
部
、
什
鋭
部
の
三
部
は
尤
も
依
値
的
の
も
の
な
b
、
経
弁
別
部
は
戒
の
箇
保
趨
要
等
を
説
b
d
来
蓋
部
十
〈
品

（
受
戒
布
薩
等
）
小
口
氏
朔
磨
）
等
付
妹
都
は
前
二
部
の
柿
助
的
戒
作
等
で
る
る
、
何
れ
に
も
せ
よ
原
始
の
作
臓
の
成
立

原
始
仰
教
に
於
け
る
三
歳
の
成
立
に
就
て

一
六
五



原
始
仰
敬
に
於
け
る
三
戒
の
成
立
に
就
て

一？且4・，、
ム，、

は
原
始
怖
殺
の
后
半
に
在
り
し
h
の
と
思
惟
せ
ら
る
＼
な
り
。

一、

論

蔵

一
般
に
経
律
論
の
三
識
と
云
ム
と
雄
も
艇
律
は
怖
設
な
り
、
論
蔵
は
直
も
に
以
て
仰
設
な
り
と
云
ふ
は
不
可
な
り
、

経
律
す
ら
数
回
の
結
集
に
依
て
現
型
と
在
b
し
も
の
多
く
論
蔵
に
王
つ
て
は
現
存
す
る
も
の
に
し
て
最
も
早
き
も
の
と

て
も
悌
減
后
二
百
年
頃
遅
告
は
四
百
年
乃
至
一
千
年
頃
の
成
立
な
b
、
大
体
論
部
は
備
弟
子
の
立
見
の
集
録
に
し
て
彼

の
小
乗
各
部
の
n
T
裂
の
如
き
は
論
荒
川
の
相
違
よ
り
せ
る
も
の
な
b
。

論
と
は
（
〉

5
E
E
B
E
m）
（
漢
に
無
比
法
と
誇

し
本
義
は
勝
H
肝
要
）
ご
稗
し
悌
敬
特
有
の
宇
品
、
法
（
ロ
F
R自
白
）
は
悌
殺
特
有
の
字
に
非
ず
。
而
し
て
論
の
蔚
芽
は
悌

陀
営
時
に
あ
ム
リ
し
も
の
と
思
惟
す
、
夫
は
仰
設
を
阿
難
の
如
（
強
記
晴
諭
せ
る
も
の
あ
る
に
封
し
、
説
敢
の
精
要
を
記

憶
せ
る
も
の
な
b
、
如
日
記
き
事
を
〉
σ広
E
S自釦
r
E
E
と
云
ふ
、
之
は
濁
立
せ
ゴ
る
而
も
特
有
の
も
の
な

b
。

后
に

経
と
し
て
編
纂
せ
る
に
長
阿
合
中
の
十
上
一
経
、
衆
集
経

l
l合
利
弗
の
説
法
ー
ー
ー
其
他
中
阿
合
、
増
一
阿
含
等
に
も
見

る
所
な
り
、
漢
詩
中
の
雑
阿
含
巾
に
も
あ

b
、
之
等
主
接
見
せ
ん
と
す
る
に
阿
見
違
摩
特
有
の
数
日
砂
類
等
あ
る
を
標

的
と
す
、
叉
九
部
経
中
の
〈
喜
志
E
E
E
B
（
記
別
）

C
宮内同

og
（
論
義
）
等
も
阿
毘
蓬
踏
の
形
な
b
、
然
る
に
之
等

の
経
形
な
ら

F
る
論
と
の
中
間
的
の
ち
の
に
小
尼
材
耶
中
旬
注
目
自
阻
害
広

m
B
a？
と
富
島
m
m
a
g－
釦
ロ
日
常

g
あ
り
、

更
に
論
と
し
て
濁
立
せ
る
も
の
に
六
足
論
．
護
智
論
、
之
を
完
成
せ
る
大
毘
婆
裟
論
等
あ
ム
リ
、
原
始
論
臓
の
研
究
資
料



と
し
て
債
値
的
の
も
の
な
り
。

以
上
原
始
偶
数
の
三
臓
に
就
て
余
の
近
時
の
所
懐
を
遁
べ
し
も
若
し
専
門
的
に
原
始
昌
一
一
典
に
就
主
て
究
め
ん
に
は
原

始
仰
数
訴
れ
自
身
の
猫
立
的
研
究
も
勿
論
必
要
な
れ
ど
も
原
始
単
一
典
が
大
小
に
廻
轄
せ
し
も
の
な
れ
ば
翻
て
費
展
偶
数

よ
b
顧
み
る
も
可
な
り
。
さ
れ
ど
少
く
も
偽
陀
を
中
心
ご
し
て
の
研
究
な
ら

g
る
べ
か
ら
ず
。

〔了〕

〔
延
嶺
皐
窓
に
て
股
稿
）

五
口
組
の
時
機
遁
化
ぜ
る
五
戒
の
提
唱

中

津

葉

前

津

問
者
あ
っ
て
吾
宗
の
究
践
門
の
窮
極
は
如
何
と
聞
は
三
、
答
者
必
や
唱
題
受
持
一
行
に
よ
っ
て
我
身
印
赴
仰
と
な
る

に
あ
り
正
答
ふ
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
て
更
に
唱
へ
ら
る
、
題
目
の
性
質
を
鑑
み
る
に
、
題
目
は
妙
法
五
字
の
草
宇
の
名

誌
に
す
ぎ
十
さ
見
ゆ
れ
ど
、
貨
に
ぞ
の
性
自
に
於
て
は
、
宇
宙
の
根
本
原
聞
に
し
て
、
森
羅
寓
象
国
融
備
足
し
て
、
候
く

る
所
な
き
も
の
な
れ
ば
、
叉
宇
宙
の
根
本
的
生
命
と
名
〈
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。
（
五
日
宗
に
於
て
は
‘
と
の
宇
宙
の
根
本
的
生

命
を
理
科
隼
の
永
遠
的
生
命
に
於
て
見
る
。
今
は
詳
説
を
は
ぷ
〈
）
か
く
の
如
〈
甚
速
な
る
題
目
な
れ
ば
一
唱
の
中
に
悌

香
組
内
時
機
油
化
せ
る
五
戒
の
提
唱

一
六
七


